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1. はじめに
アーティキュレーションとは、「離れた部分を結合、接続させる」という意味で、 Lange(1989) 
は、アーティキュレーションを “theinterrelationship and continuity of contents, curriculum, 
instruction, and evaluation within programs which focus on the progress of the students in 
learning both to comprehend and communicate in second language" （学習者が外国語を理解
し、それを使ってコミュニケーションを行う能力の発達に焦点を置いた、一つの、あるいは複数
のプログラムの中での学習内容、カリキュラム、教育、評価の相関関係と連続性）と定義し、アー
ティキュレーションの形式について、 Vertical,horizontal, inter-/multidisciplinary一縦、横、
教科間／科日間一の 3つを挙げている。
営作 (2012) は、この 3つのアーティキュレーションについて、以下のように述べている。
例えば、中等教育で4年間の日本語教育を終えた学習者が、高等教育でも日本語教育を続
ける場合に、中等レベルで終えたレベルから高等教育で教育を続けられる場合には、「縦の
アーティキュレーション」が達成されていると言える。例えば、ある学年の日本語を複数の
教師で教えている場合に、ほぽ同じレベルでほぽ同じ内容を教えている場合には、「横のアー
ティキュレーション」が達成されていると言える。日本語を学習している学習者が、日本の
歴史、文学などの関連科目を同時に履修している場合に、日本語のクラスの内容とこれらの
クラスの間に関連性がある場合には、「科目間のアーティキュレーション」が達成されてい
ると言える。
Verticalのアーティキュレーションには、レベル間のつながり、 horizontalのアーティキュレー
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ションには学内H本語科目間のつながり、 inter-Imul ti disciplinaryのアーティキュレーションに
は日本語科目と専門科目とのつながりなども含まれると考えられる。
また、常作 (2013) には
惟界の日本語教育を見てみるならば、以上の 3つのアーティキュレーションが達成されて
いないことが多く、教育の効果を著しく下げている。何年日本語を学習しても、達成される
レベルは低いままで、それによる時間的、財政的損失は膨大なものであるばかりでなく、世
界の日本語教育の質を向上させる大きな妨げになっている。 J-GAPは世界各地でこのよう
な障害を取り除き、日本語教育の質を上げることにより、より高い能力を持った日本語学習
者を生み出すとともに、生涯日本語を学習し続け、日本に関係していく人材を作り出そうと
いうプロジェクトである。
とある。そして、
ふGAPは冊界各地の日本語教育関係学会9つが作る日本語教育グローバルネットワーク
が現在実施中のプロジェクトである見 J-GAPでは世界各地のアーティキュレーション達
成プロジェクトの他に、日本と香港、日本と中国の留学生の日本語教育のアーティキュレー
ション達成プロジェクトも行っている。留学生は日本に来た時、日本から本国に戻った時の
2回アーティキュレーションの問題に直面するが、日本に行った時にどのような日本語のプ
ログラムに人るかもよくわからないまま日本語の学習を続けることになったり、留学を終え
てJ帰国後自分のレベルに合ったプログラムがないため、留学中に身につけた日本語能力をさ
らに向上させることができなかったりすることが多く、貴重な日本留学の機会を十分に活か
せないことが少なくない。このような問題を解決するためには、留学生を送り出す側と受け
入れる側が話し合い、連携する必要がある。 J-GAPはこの連携のモデルを示そうとしている。
また、 J-GAPの活動を実施する中で、アーティキュレーションは学校教育にとどまるも
のではないことが明らかになってきた。学校教育を終えた学習者はグローバル社会に出て、
そこで日本語を使用するわけであるが、刻々変化するグローバル社会での日本語使用を念頭
において留学生教育を含む学校教育における日本語教育を考えなければ、社会活動に必要な
日本語能力を与えることはできず、現実社会における日本語教育・使用の意義を主張するこ
とは難しい。
と述べている。
筆者はJ-Gapにおける中国と日本の留学生のアーティキュレーション（以下、中日アーティキュ
レーション）・プロジェクトの日本側代表として、国際交流基金の助成を受け、 2012年度より活
動を行ってきた。 J-Gapにおける中日アーティキュレーションの特徴は国内の日本語教育のアー
ティキュレーションではなく、また、交換留学生の短期留学プログラムにおける日本語教育のアー
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ティキュレーションでもない、編入や正規の長期留学生の日本語教育のアーティキュレーション
を考える点である。
プロジェクトの目標は、「アーティキュレーションのゴールをグローバル人財の育成とし、そ
の観点からの送り出し側、受け入れ側のカリキュラムのリ・デザインを試みる。また、その際、
双方の物差しとして JFスタンダーズの Can-doをカスタマイズした CJ Can-doを作成し、そ
の妥当性を測る。」である。
J-Gapの中日アーティキュレーション・プロジェクトのホームページ 2) には、 2012年度の活
動目標として、
1) 中国から日本への私費正規編入留学生の日本留学のアーティキュレーションモデルを天津外
国語大学・武蔵野大学間で構築し、中国から日本への多数の留学生の日本語教育を中心とした
アーティキュレーションヘの応用を図る。
・ 2 + 2（または 3+ 1)で編入し、卒業後日本の大学院、または、日本・日系企業への就職
を希望する留学生をモデル対象とする。
・アカデミック・ジャパニーズ教育とビジネス日本語教育の導入の可能性を図る。
・学習者を囲むネットワークについて調在する：両サイドの国際交流機関、アドバイザー、（学
習カウンセリング・留学生サポーター、シニアサポーターなど）。
・構築されたモデルの正規留学生のアーティキュレーションヘの応用を考える。
2)編人留学生にまつわる日本語学習者に対する JFスタンダード・ CANDOの活用とその検証
を行う。
①留学前調査（縦断的調壺 1)・留学後調介（縦断的調査2)：インタビュー、質問紙
②天津外国語大学における JFスタンダード Can-doに関するワークショップ
③中国におけるアーティキュレーションの理解を深める活動
④中国における調査・セミナー開催：中国の教育大綱の日本語訳、授業見学
が、計画されているが、このうち編入留学生へのインタビュー調査、天津外国語大学における
Can-doなどの調在、天津外国語大学の日本語授業見学と現場教師とのワークショップが実施さ
れた。
ワークショップでは、送り出し側の課題として、学習者の H本語によるコミュニケーションカ
不足、専門分野の基礎力の不足、留学目的の弱さ、自律学習力の不足、自国文化についての理解
の必要性などがあがった。また、受け入れ側への要望として、ゼミや専門教育への橋渡しとして
のアカデミック・ジャパニーズ教育や、就職への橋渡しとなるビジネス日本語教育の強化があげ
られた。
本研究では、上記 J-Gap中日アーティキュレーション・プロジェクトの一環として行った編
入留学生へのインタビュー調在の結果について、考察を行う。
2 調査概要
調査概要は以下である。
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調究目的：編入留学前後のアーティキュレーションに関わる課題を探る
調壺対象： 2011年 4月に協定大学から編人学した留学生 2名 (C,R) 
調査時期：編入学後 1年経過をした 2012年 5月 (C) と7月 (R)
調査方法：半構造インタビューをそれぞれ 1時間程度実施、内容は許可を得て録音し文字化し
た。
調在項目：主に以下に沿って、行った。
①日本留学のきっかけと目的は何ですか。
②日本留学について、中国の大学ではどのような説明がありましたか。どのような手続きがあ
りましたか。わからなかったことはありましたか。困ったことはありましたか。
③日本語を学んだのはいつからですか。
中国の日本語教育の方法はどのようなものでしたか。使用教材を教えてください。
④日本留学に際して、わからなかったこと、困ったことはありましたか。
⑤日本で授業に参加して固ったことはありますか。
⑥日本留学後の H本の H本語教育に何か加えるものがありますか。
⑦卒業後の計画に向けて、武蔵野大学在学中に学びたいことは何ですか。
⑧その他
3.結果
留学生 C、Rはともに中国天津外国語大学で8本語を専攻、入学時、初級からスタートし 2年
次に N2取得、 3年次に Cは翻訳・通訳コースに、 Rはビジネス日本語コースに所属、 3年次後
半に武蔵野大学文学部日本語・日本文学科の 3年次前半に編入、その後ともにNlを取得している。
インタビューは 4年次に行ったことになる。
以下はインタビューの文字化から、項目ごとに紙面の許す範囲で要点を抜き出したものである。
インタビューに忠実に文字化してあるので、少しわかりにくいところがあるが、そのままにして
いる。項Hごとに箪者によるまとめを加えた。
①日本留学の目的
・せっかく日本語を勉強して、それでその、日本語をより流暢に話せるように日本に来ました。
・日本語を勉強してから、唯一の日本に行くしかないんで、本場に、あ、本場で、日本語を磨
きながら、専門知識を勉強し、勉強してから将来いい仕事を見つけて、親とかと一緒に幸せ
な一生を送りたいです。
⇒留学目的は日本語のブラッシュアップである。
②送り出し側での留学に関する説明
・大学 2 年生の頃、後期始めた時に、全般的な留学説明会がありまして、天津外国語大学• 8 
本語学部の日本の交流可の学校の授業を皆に教えてあげます。外事担当の先生が、パソコン
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でPPTを使って、日本の大学の写真とか、留学生数、学生数、編入出来る学部、プログラ
ム参加出来る人数、 3+ 1、2+ 2など。みんな一番関心なのは学費。武蔵野大学には、留
学生一人ずつサポーターがつくつていう話もありました。年間 100人くらいが留学していま
す。
・学校の良い所とか皆に紹介しました。日本の大学に、その選べる科目とか、大学の位置とか、
勿論、その東京の方が人気です。あとは、学校の歴史？いつ建てられたと、大学の特色？得
意な項目、例えば、武蔵野大学は仏教、ということ。あー、またその、生活の方面で、学費
とか生活、住宅の状態とか、大学の外国人留学生は、どのぐらいいますか、とか。あとその一、
卒業証明書？については、あの一、武蔵野大学に来て、その 2年間でここ、 2年間ここに勉
強して、 2つの卒業証明書取れます。はい。あとは…進学のことは、その大学院は、どんな
科目があるか、ということです。
②’選抜試験
•最初はちょっと厳しいの日本語学部の留学試験があるんで、センバツ試験があるんで。
・基本的に、日本語能力試験の問題集からの問題を答えて、ん一、また他は、例えば中国の日
本語8級の証明、それから期末試験の、成績。もう一つは、生徒会で活動が沢山参加します
か。
⇒協定留学について、送り出し側の説明は充分であった。応募者が多いため、選抜試験が行わ
れている。
③日本語学習の動機・学習開始時期
・えー、住んでいる所は、その一、日本の企業がいっぱいある、ヤマハとか…だったので。
・私は、まぁ、まずは、最初は言語を勉強したい。それで、私の高校試験の成績により、天津
外大が一番…適当？という感じで。小学校からずっと英語を勉強して、それで、もう 1つの
言語を勉強したいです
・大学に入ってから、日本語の勉強を始めました。入っていた前に、全然日本語、一言も喋ら
ないです。
③’中国の日本語教育の方法・内容
・間接法で、日本語の単語、文法など覚えなくちゃいけないんで、暗記しなくちゃいけなくて、
毎日、えっと、例えば 1年生、 2年生の頃、毎日午前中、「基礎H本語」っていう授業があ
るんで、毎日、日本語を勉強して、それに自分の天津外大には、毎日の朝、平日の朝、週 3
回ぐらい朝 7:00~ 8:00まで 1時間ぐらいの朗読学習に参加しなければいけないんで、自主
学習って言えばなんか…ちょっと強制的、参加しないと。
・教科書とか、暗記。暗記しなければ。
・えっと、大学に語学を勉強してる以上、みんな、話す力、一生懸命磨きます。他の道はない
んです。みんな、その自覚があるんで。夜にも、中国の大学生は、みんなアルバイトあんま
りやらないし、毎日の夜、 1時間、 2時間ぐらい図書館で勉強して、勉強します。
・はい。私たちは、専門、専攻が日本語専攻ですから、文法の方が重視です。ん一、まぁ、日
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本に来て、周りの日本語学校出身の学生より、文法がもっと詳しい勉強しました。
・私たち使った本、新組日本語ですが、その教材が、 1980年代の古い教材で、内容が古かった。
・会話と作文の授業は、あまり教科書使っていないんで、日本人の先生が場面によって、会話
の授業は場面を設定し、ロールプレイングみたいな。みんな積極的に前になって、出て。作
文の授業は、先生がテーマを出して、．みんな書きます。あとは先生が直します。
•中国での、えっと…先生が教える方が多いです。殆ど 100 分の中…100… 1 時間 40 分の授
業には、全部、殆ど先生が話します。みんな聞く。はい。会話の授業は別だけど。
・えっと、日本に、博士号取った先生には、日本語力をすごく発達の先生が、直接法で、あ、
一切、中国語使わない、日本語で教えます。えっと、なんか…「日本事情」っていう授業の
s先生っていう先生が、全部日本語で、日本の食文化と、日本の、…日本地理、教えました。
•みんなは、最初には、慣れないんです。でもだんだん慣れました。そうですね、先生は、「中
国（語）でやった方がいいですか？日本語でやった方がいいですか？」みんな、「あ、じゃ
あ先生、日本語で」、「じゃあ、これから私がスタイル、中国語使わない。日本語でやります」
・図書館の 4階には、 2列だけの、中国人の先生書いた本がある、一応あるんで、試験の対策
とか、なんか、あんまり日本人の先生書いた本はないんです。 11階の視聴室に、 NHKとか
フジテレビ観れます。はい、他の言語を学んだ学生も、他の国のテレビ観れます。
・基礎日本語の 2年生、基礎日本語の最後、毎週の最後の金曜日の授業には、ちょっと 2級試
験の内容、前期、 2級試験の内容、文法とか文字…とかやりました。
⇒中国の日本語教育は文法・暗記中心、教師主導型が多いが、近年は日本留学をした教員によ
る直接法の授業も行われている。会話は日本人教員が担当している。
学習者はよく勉強をしている。
④日本留学に際して、困ったこと。
．何か、あまりないですが…あ！ 1つ思いました！武蔵野大学への学費が、中国の銀行で一部
分を武蔵野大学の指定の銀行に送り出す。でも、手続きの費用が詳しく書いてない。それで、
その一、お金が足りない。その銀行の間の手続き費が4,000円。これが、最初はやってなかっ
た。 2回目は、手続き費だけを送らなければいけなかった。
・例えばその一、私が最初来て、日本の履修する科目が全然分からないです。中国のモデルと
全然違う。
•その科 H は前期科目でした。でも私、後期と思って登録した。それで、この授業が前期全然
出られないです。で、バツ (X評定の意）を取って、…。
⇒受け入れについてもあまり問題はなかったが、送金手続きの情報が不足していた。来日時の
履習についての説明がもう少しほしかった。
⑤日本で授業（専門）に参加して困ったこと
・ん一、授業…最初の時は、メモ。日本人の先生がよくメモが書かない。中国の先生だったら、
黒板にメモを書いたり、またはその一、 PowerPointで、皆さんの前に見せるという、よく
使います。うん。中国の大学先生は、よくあの一、マルチメデイアを使う。はい。みんな講
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義が、 PowerPointやそのようなツールで。
•はい。えっと、全然分からない授業もあるんで、でも一応、えっと、文学部に入って色んな
文学の授業が…挑戦しました。日本文学史、古典、近現代…えっと、中世文学、中古文学…
は結構大変でした。今は、そこら辺のこと、なんか、文学のこと、分かるんで・・、
・先生も早口なんで。最初は毎日分かんない、全然分かんないで、一生懸命、辞書、なんか、
調べて、なんか、先生の授業聞いてました。あとは図書館で、なんか、簡単な説明とかの本
を見て、大体この人物が誰だか…はい。見て覚えて、あと、だんだん先生、なんか、教えて
いる内容は、はい、理解出来ます。
•一人で。えっと、中古文学と中世文学の授業には、留学生自分一人だけなんで…師日、なん
か、一番上の…所に、えっと、一番…一番前の所に座って。
・日本語教育も、教授法から。教授法 l、教授法2、それに、日本語学概論、言語学、心理言
語学、日本語教師論とか、でも、先生みんな優しいし、自分のクラスの人、なんか、自分の
ことサポートしてくれて、大丈夫です。
•はい。あ、ゼミ！ゼミが最初困る。中国でゼミという授業がないです。はい。その一、全然
形式が分からないです。
・ゼミは、楽しかった、楽しいです。今、やってる。中国にはゼミないです。はい。日本で、えっ
と、なんか欧米と一緒のゼミ体験出来るんで、良かったです。
・えー、そうですね。自分で。えっと、時々、時々、なんかレポートを出さなきゃ、レポート
の資料探すのは、図書館でやってました。
またはその、レポートが…中国では試験は多いが、あんまり書く機会がないです。それで、
日本に、こういう機会はよく書きます。はい。最初形式がよく分からないです
またその、先生、大学の先生とのメールでの、メールで書き方？がよく分からない。
⇒専門の授業では、板書や PPTの使用が中国より少ないので最初はついていくのに困った。
図書館を利用して、内容を補うことで授業内容がわかるようになった。
クラスの人がサポートしてくれて助かった。
ゼミの形式は中国にはないので、最初は困ったが、今は楽しんでいる。
中国では試験が多く、レポートはあまり書かないので、書き方がわからなかった。
先生ヘメールを送ることも中国ではなかったのでとまどった。
⑥日本留学後の日本の日本語教育に加えるもの
・大学の日本語科目は 1、2年生用のものだと思ってあまりとらなかった。後でレポートの書
き方などをやっていることを知って少し履修した。
・日本語は大体大丈夫だと思って、専門科目を中心に履修した。
・ゼミの時に、色々教わって、えっと、アカデミック・ジャパニーズ…なんか批判的、クリティ
カル的に、とか、研究課題を出す、レポートを書くとか、今は、卒業論文に向かってゼミで
真剣にやっているのが役立っています。
⇒大学の日本語科目が 1• 2年科目だったので、アカデミック・ジャパニーズを扱っているこ
とがわからず当初履習しなかったが後で気づいて一科目のみ履習した。
-81 -
Global Communication 第3号
⑦卒業後の計画に向けて、武蔵野大学在学中に学びたいことは何ですか？
・日中翻訳、日中通訳の授業があったら…はい。理論とか、通訳実習とかやってみる。
・学部生には、ビジネス…えっと、大学院のビジネス日本語コース活用し、ちょっとビジネス
日本語授業があると役立つ
・ビジネス系の授業。中国には、大学 3年、 4年には、えっと、「経済貿易読解」、「経済貿易
理論」、「経済ビジネスロ語」？えっと、「日本ビジネス前線」？っていう授業をやるんで、
でもあんまり、なんか、自分のクラスメイトから聞いて、あんまり就職には役に立ちません
で、えっと、内容はちょっと、実際にはあんまり役に立ちないんで、みんなは、もし本場の
H本の先生が大学にて 1週間集中講義やってくれたらいいなあって。
⇒通訳・翻訳とビジネス日本語の授業があるとよい。
⑧その他
•そうですね、中国は、先進国ではない。両親の給料、そんなに高くないし、学費は抑えて、
なんか日本人の学生の学費の 70%くらいで、そういう学校が多いです。例えば、えっと、 H
大学とかJ大学。 0大学も、なんか 70%。
・武蔵野大学の独自のビジネス日本語。もっと宣伝した方がいいですね。例えば、 J大学なん
か年間 3回くらい大学の先生の講演が天津外大である。
・H大学とうちの大学で、 H大学行く決まってる人は行く前にこの半年、えっと、テレビを見
てH大学の先生授業やってるんで、勉強します。毎年、50人くらい行きます。先生と一緒に。
•他の学部の授業があまり取れないです。
・ん一、サポーターがいる、いるので助かる。
・留学生サポーター 3) としょっちゅう一緒にいて、話したり、遊んだり、いろいろ教えてもらっ
た。
⇒他の日本の協定大学では事前のテレビによる授業提供、学費の減免がある。天津外大での日
本人の先生の講演も多い。
留学生サポーターの存在で助かった。
4. 考察
インタビューの文字化の分析から、編入留学前後の中日アーティキュレーションに関わる課題
として以下が得られた。
① 中国の日本語教育も直接法導入など変化をしているが、日本語の基礎習得から日本語能力試
験 1級合格を主な H標とする留学前の日本語学習と、日本語を使って専門教育を受けるための
前提としてのアカデミック・ジャパニーズを主とする留学後の日本語学習の違いの認識を持つ
機会がないまま編入留学し、日本語科目をあまり受講しないで専門教育に入っている。
② ゼミは中国にはない形式なので、発表やデイスカッションをどのように行えばよいか、理解
し、できるようになるまで大変戸惑った。
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③ 専門科目については、わかるようになるまで時間がかかった。
④ 留学生サポーターシステム 3) は編入直後の学習や学生生活の多くの不安を解決するのに役
立っている。
これらから、①については、大学におけるアカデミック・ジャパニーズの重要性を留学前後に
文書を含め周知する機会を設け日本語科目履修を促すこと、②については①のアカデミック・ジャ
パニーズ習得によってゼミヘの対応もしやすくなること、さらに、③についても、アカデミック・
ジャパニーズ習得で講義の聞き取り、アカデミック・リーディングカが高まり、専門科Hへのソ
フトランデイングが図れることが考えられる。
あわせて、大学の 8本語科目の内容がアカデミック・ジャパニーズにきちんと対応しているか
を確認するための学内アーティキュレーションの必要性も考察された。
5. おわりに
本研究では、中日アーティキュレーション・プロジェクトの一環として 2名の編人留学生に編
入留学前後のアーティキュレーション上の課題についてインタビュー調査を行った。
その結果、いくつかのことが分かったが、特に、編人学後に専門教育へのソフトランデイング
として、アカデミック・ジャパニーズ習得のため、大学の 8本語教育を履修することを促すこと
が必要であることが分かった。また、将来に向けて、ビジネス日本語教育の要望があることも注
目される。
今回は 2名のみのインタビュー結果であるが、その後も 4名にインタビューを行っているので、
それらの分析もしていきたい。
プロジェクトとしては、量的調介、担当教員間のアーティキュレーションのための Can-do作
成などにも取り組んでいる。
長年、協定校として連携はしていても、留学生に必要な日本語教育の連続性の実現に視点をお
くとなると、一歩踏み込んで、送り出し側、受け入れ側双方の現場の教師間、また、相互の教師
研修が必要であることがわかった。これらの実施は、簡単なことではないが、日本語教育の質の
向上には、このような試みの積み重ねが必要な時期に来ていると考える。中日プロジェクトはま
だその途に就いたばかりであるが、拡がりのあるものとなることを期待する。
＊本研究は、日本語教育学会秋季大会2013におけるポスター発表「中国からの編入留学生の留学アーティキュ
レーション上の課題ーJ-GAP中日アーティキュレーショ・ンプロジェクトのインタビュー調査から」に大
幅な加箪修正を加えたものである。
＊本研究は国際交流基金「JF日本語教育スタンダード普及活動」助成金を得て行っているものである。
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注
1) 2010年世界日本語教育大会において、日本語教育グローバルネットワークにより行われたシンポジウム
で、世界の日本語教育のアーティキュレーションを改善するためのプロジェクトを行うことが提案され、
その提案をもとに、現在、カナダ、ヨーロッパ、香港、アメリカ、韓国、中国、オーストラリア、日本が、
それぞれのプロジェクトに取り組んでいる。
2) 日本語教育アーティキュレーション・プロジェクト (J-GAP)http://j-gap.wikispaces.com/Home 
3) B本人学生が個別に留学生をサポートするシステム
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